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八
九

書
評
と
紹
介

　

東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
平
成
十
九
年
度
よ
り
文

部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
「
東
北
地
方
に
お

け
る
環
境
・
生
業
・
技
術
に
関
す
る
歴
史
動
態
的
総
合
研
究
」
に
取
り
組
み
、

そ
の
一
環
と
し
て
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
四
・
二
十
五
日
に
「
東
北
古
代
の

変
動
―
火
山
灰
と
鉄
―
」、
平
成
二
十
三
年
九
月
二
・
三
日
に
「
中
世
へ
の
胎

動
―
北
の
視
点
・
南
の
視
点
―
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
二
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
。
本
書
は
、
こ
の
両
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
も
と
に
、
参
加

者
が
書
き
下
ろ
し
た
論
考
を
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
沿
っ
た
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
部
「
古
代

東
北
の
変
動
―
火
山
灰
と
鉄
―
」、
第
二
部
「
武
家
政
権
の
登
場
―
交
易
・
交

流
と
地
域
差
―
」
に
そ
れ
ぞ
れ
六
本
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
部
で
は
、
十
世
紀
初
頭
の
十
和
田
火
山
の
噴
火
、
七
世
紀
以
後
に
拡

大
す
る
鉄
生
産
と
そ
の
消
費
に
つ
い
て
、
地
域
の
生
態
系
や
社
会
に
与
え
た

影
響
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
し
、
古
代
東
北
に
起
こ
っ
た
激
し
い
変
化
に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

第
二
部
で
は
、
十
一
世
紀
前
後
の
時
期
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。
前
九
年
・

後
三
年
合
戦
を
は
じ
め
と
す
る
戦
乱
が
発
生
し
た
時
期
だ
が
、
そ
う
し
た
中

で
新
た
な
政
治
・
経
済
・
生
活
の
形
式
が
生
ま
れ
、
や
が
て
中
世
に
受
け
継

が
れ
て
い
く
。
一
方
、
北
の
世
界
の
内
部
で
は
徐
々
に
地
域
差
が
明
確
化
し

つ
つ
あ
り
、
新
た
な
交
易
・
流
通
や
統
治
シ
ス
テ
ム
が
創
出
さ
れ
た
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
き
た
の
か
。
似
た
よ
う
な
歴
史
が
生
み
出
さ
れ
た
南

の
地
域
と
の
比
較
を
交
え
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
歴
史
的
変
遷
に
お
い
て
、

北
の
世
界
で
創
出
さ
れ
た
も
の
が
果
た
し
た
役
割
、
与
え
た
影
響
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

ま
ず
、
各
論
考
の
内
容
を
評
者
な
り
に
要
約
し
て
紹
介
し
、
そ
れ
か
ら
本

書
全
体
に
つ
い
て
の
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

第
一
部
「
古
代
東
北
の
変
動
―
火
山
灰
と
鉄
―
」
で
は
、
ま
ず
小
口
雅
史

「
火
山
灰
と
古
代
東
北
史
―
十
和
田
ａ
と
白
頭
山
を
中
心
に
―
」
が
、
十
和
田

ａ
と
白
頭
山
と
い
う
二
つ
の
巨
大
噴
火
に
よ
る
火
山
灰
降
下
が
北
東
北
の
古

代
社
会
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
論
じ
る
。
十
和
田
ａ
火
山
灰
の
降
下
年
代

は
九
一
五
年
と
み
て
問
題
な
い
と
す
る
が
、
白
頭
山
火
山
灰
の
降
灰
に
つ
い

て
は
、
日
本
の
史
料
に
お
け
る
十
世
紀
前
半
の
火
山
関
係
記
事
の
ど
れ
が
対

応
す
る
か
、
史
料
の
限
定
は
自
然
科
学
的
成
果
が
さ
ら
に
蓄
積
さ
れ
る
の
を

待
つ
べ
き
と
す
る
。
ま
た
、
火
山
灰
の
降
下
に
対
応
し
集
落
移
転
や
鉄
生
産
・

鍛
冶
技
術
の
導
入
な
ど
に
よ
る
生
業
の
転
換
を
図
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
研

究
に
注
目
し
、「
防
御
性
集
落
」
に
つ
い
て
、
鉄
関
連
の
自
立
的
技
術
獲
得
に

よ
る
生
業
の
転
換
と
関
わ
る
と
す
る
説
に
は
一
つ
の
可
能
性
を
認
め
る
と
す

る
が
、
区
画
を
結
界
と
考
え
火
山
灰
降
下
の
影
響
を
全
面
的
に
見
出
そ
う
と

〈
書
評
と
紹
介
〉

安
斎
正
人
・
入
間
田
宣
夫
監
修

東
北
芸
術
工
科
大
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東
北
文
化
研
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セ
ン
タ
ー
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法
政
史
学
　
第
八
十
号

九
〇

す
る
説
に
対
し
て
は
、
堀
と
土
塁
を
結
界
と
見
る
実
例
が
古
代
日
本
に
お
い

て
知
ら
れ
て
な
い
こ
と
か
ら
、
な
お
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

松
本
建
速
「
古
代
の
東
北
北
部
に
お
け
る
集
落
の
盛
衰
を
読
む
」
は
、
東

北
北
部
（
馬
淵
川
流
域
と
米
代
川
流
域
以
北
お
よ
び
津
軽
海
峡
以
南
）
の
集

落
数
の
増
減
を
四
期
に
区
分
し
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
る
。
１
期
（
六

世
紀
中
葉
以
前
）、
２
期
（
六
世
紀
後
葉
～
八
世
紀
）
の
時
期
の
東
北
北
部
は

西
側
よ
り
東
側
が
寒
冷
だ
っ
た
が
、
そ
の
東
側
に
古
墳
文
化
社
会
・
古
代
日

本
国
の
雑
穀
栽
培
と
馬
飼
を
生
業
の
主
体
と
す
る
地
域
の
人
々
が
移
住
し
た

と
す
る
。
３
期
（
九
世
紀
～
十
世
紀
前
半
）
の
時
期
に
は
古
代
日
本
国
の
水

稲
耕
作
地
域
の
人
々
が
東
北
北
部
の
西
側
に
移
住
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
本

州
の
他
の
地
域
で
九
世
紀
に
集
落
が
急
増
し
十
世
紀
前
半
に
衰
退
し
た
例
に

つ
い
て
富
豪
層
と
の
関
係
を
指
摘
し
、
３
期
の
時
期
の
東
北
北
部
の
集
落
の

増
減
も
私
的
開
発
と
関
係
す
る
と
述
べ
る
。『
粉
河
寺
縁
起
』
に
見
る
長
者
の

家
の
よ
う
に
溝
を
掘
り
門
付
近
を
武
装
し
た
者
に
守
ら
せ
る
あ
り
方
は
、
九

～
十
世
紀
に
富
豪
層
が
非
合
法
な
開
発
を
行
っ
た
こ
と
に
契
機
が
求
め
ら
れ

る
と
し
、
そ
れ
が
富
豪
層
や
そ
れ
に
繋
が
る
人
々
に
よ
り
東
北
地
方
に
持
ち

込
ま
れ
、「
防
御
性
集
落
」
が
出
現
し
た
と
指
摘
す
る
。

　

飯
村
均
「
陸
奥
南
部
に
お
け
る
古
代
鉄
生
産
」
は
、
福
島
県
新
地
町
武
井

地
区
製
鉄
遺
跡
群
と
福
島
県
南
相
馬
市
原
町
区
金
沢
地
区
製
鉄
遺
跡
群
を
中

心
に
、
七
世
紀
中
葉
の
陸
奥
南
部
へ
の
鉄
生
産
の
導
入
と
鉄
生
産
の
展
開
を

紹
介
し
、
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。
鉄
生
産
の
背
景
に
つ
い
て
、
武

井
・
金
沢
地
区
の
鉄
生
産
の
第
一
の
盛
期
（
七
世
紀
後
半
）
は
阿
倍
比
羅
夫

の
遠
征
に
並
行
し
て
太
平
洋
側
で
行
わ
れ
た
遠
征
と
、
第
二
の
盛
期
は
東
北

三
十
八
年
戦
争
と
そ
れ
ぞ
れ
関
係
し
、
蝦
夷
征
討
と
密
接
に
関
わ
る
と
す
る
。

中
世
の
鉄
生
産
へ
の
展
望
と
し
て
、
宮
城
県
大
貝
窯
跡
群
の
踏
み
ふ
い
ご

（
十
四
世
紀
以
降
）
を
と
り
あ
げ
、
古
代
の
宇
多
・
行
方
郡
の
製
鉄
炉
の
踏
み

ふ
い
ご
と
同
様
の
送
風
施
設
に
注
目
す
る
。
ま
た
、
把
手
付
土
器
が
陸
奥
北

部
で
十
～
十
一
世
紀
に
盛
行
す
る
の
は
、
国
府
周
辺
で
供
給
さ
れ
た
把
手
付

鉄
鍋
の
影
響
と
す
る
。
さ
ら
に
中
世
東
国
を
代
表
す
る
煮
炊
具
の
内
耳
鉄
鍋

は
陸
奥
・
出
羽
北
部
で
十
一
世
紀
に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
と
し
、
律
令

国
家
が
東
北
経
営
を
通
し
て
も
た
ら
し
た
「
人
・
物
・
技
術
」
が
陸
奥
・
出

羽
北
部
に
到
達
し
、
日
本
の
中
世
社
会
を
規
定
し
た
と
す
る
。

　

八
木
光
則
「
古
代
蝦
夷
の
鉄
利
用
」
は
、
蝦
夷
社
会
に
お
け
る
鉄
生
産
、

鉄
器
の
普
及
と
そ
れ
に
よ
る
蝦
夷
社
会
の
変
化
を
総
合
的
に
論
じ
る
。
ま
ず
、

蝦
夷
社
会
で
は
九
世
紀
以
降
、
製
鉄
、
精
錬
、
鍛
錬
鍛
冶
の
諸
工
程
の
技
術

を
習
得
し
、
独
自
の
工
夫
を
加
え
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
蝦
夷
社
会
へ

の
鉄
器
の
普
及
に
つ
い
て
、
東
北
北
部
で
は
鉄
器
の
遺
存
率
が
九
世
紀
以
降

に
急
増
す
る
が
、
農
具
は
各
地
で
均
等
に
増
加
し
、
武
器
・
建
築
具
・
工
具

は
城
柵
を
中
心
に
拡
大
す
る
と
指
摘
す
る
。
鉄
生
産
や
鉄
器
普
及
に
よ
る
在

地
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
、
東
北
南
部
で
は
七
～
八
世
紀
に
農
具
と
武
器
が

す
で
に
普
及
し
て
い
た
た
め
九
世
紀
は
微
増
に
と
ど
ま
る
が
、
東
北
北
部
で

は
九
～
十
世
紀
に
農
具
と
武
器
の
普
及
が
拡
大
す
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、

斯
波
～
胆
沢
で
は
農
具
が
武
器
の
遺
存
率
を
上
回
り
、
秋
田
や
そ
れ
よ
り
北

の
地
域
で
は
武
器
が
農
具
の
遺
存
率
を
上
回
る
が
、
後
者
の
地
域
は
武
装
す

る
集
落
の
姿
が
推
定
で
き
る
と
す
る
。
そ
し
て
東
北
北
部
で
は
末
期
古
墳
の

終
焉
、
集
落
の
拡
大
、
住
居
構
造
の
変
化
、
鉄
器
の
増
加
が
九
世
紀
に
起
こ

る
が
、
こ
う
し
た
変
化
は
蝦
夷
社
会
の
内
的
発
展
の
中
で
捉
え
る
べ
き
と
す

る
。

05_永田80.indd   90 13/10/23   9:46

Hosei University Repository



九
一

書
評
と
紹
介

　

高
橋
学
「
十
和
田
火
山
噴
火
と
災
害
復
興
―
出
羽
国
・
米
代
川
流
域
の
村
々

に
焦
点
を
あ
て
て
―
」
は
、
十
和
田
火
山
噴
火
が
米
代
川
流
域
の
地
域
に
与

え
た
被
害
、
噴
火
後
に
急
増
す
る
集
落
形
成
に
お
い
て
城
柵
が
果
た
し
た
役

割
に
つ
い
て
論
じ
る
。
十
和
田
火
山
噴
火
に
伴
う
ラ
ハ
ー
ル
堆
積
物（
シ
ラ
ス
）

に
よ
る
埋
没
家
屋
の
遺
跡
の
事
例
を
紹
介
し
、
続
い
て
米
代
川
流
域
の
村
の

実
態
と
城
柵
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
払
田
柵
跡
の
鍛
冶
関
連
工
房
で

は
工
房
建
築
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
と
し
、
蝦
夷
・
俘
囚
と
称
さ
れ
た
人
々

に
鍛
冶
・
鍛
錬
技
術
と
と
も
に
壁
立
式
竪
穴
建
物
構
築
の
技
術
も
伝
え
ら
れ

た
と
指
摘
す
る
。
十
世
紀
前
半
を
中
心
に
米
代
川
流
域
や
津
軽
地
方
で
古
代

集
落
が
急
増
す
る
が
、
蝦
夷
へ
の
壁
立
式
竪
穴
建
物
構
築
の
伝
授
は
鉄
と
い

う
生
業
の
確
保
に
よ
る
定
住
化
と
密
接
に
関
わ
る
と
す
る
。
城
柵
が
こ
う
し

た
施
策
を
行
っ
た
要
因
に
つ
い
て
、
九
世
紀
代
に
お
け
る
奥
羽
山
脈
西
麓
一

帯
で
の
森
林
伐
採
に
よ
る
環
境
悪
化
に
十
和
田
火
山
噴
火
に
よ
る
降
灰
が
加

わ
り
耕
地
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
、
一
方
で
当
該
期
は
気
候
温
暖
化

の
時
期
で
、
水
田
稲
作
の
適
地
が
北
方
に
拡
大
し
た
こ
と
を
あ
げ
る
。

　

横
山
英
介
「
ア
イ
ヌ
の
鍛
冶
と
焼
畑
―
火
山
灰
が
も
た
ら
し
た
二
つ
の
新

事
実
―
」
は
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
は
鍛
冶
を
知
っ
て
い
た
の
か
、
農
耕
を
行
っ

て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
古
学
に
よ
る
新
知
見
を
紹
介
し
論
じ
る
。
擦
文

文
化
の
中
期
段
階
（
九
世
紀
中
頃
）
よ
り
鍛
冶
を
示
す
遺
構
が
増
え
全
道
へ

広
が
る
と
し
、
後
期
末
葉
（
十
二
世
紀
末
）
か
ら
精
錬
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。

ア
イ
ヌ
は
製
作
・
修
理
と
い
っ
た
鍛
冶
や
、
精
錬
を
行
っ
て
い
た
と
す
る
。

ま
た
、
擦
文
文
化
か
ら
生
業
体
系
に
農
耕
が
加
え
ら
れ
、
擦
文
文
化
前
期
か

ら
畑
作
中
心
の
農
耕
が
見
ら
れ
る
が
、
全
道
域
へ
の
拡
大
は
中
期
以
降
と
す

る
。
ア
イ
ヌ
文
化
の
最
も
古
い
畑
跡
と
し
て
は
十
三
世
紀
末
葉
の
も
の
が
発

見
さ
れ
て
お
り
、
渡
島
半
島
域
は
焼
畑
跡
、
胆
振
西
部
域
と
そ
れ
以
東
・
北

部
は
普
通
畑
跡
と
い
う
傾
向
が
あ
る
と
す
る
。
擦
文
文
化
の
農
耕
と
ア
イ
ヌ

文
化
の
農
耕
は
、
普
通
畑
を
中
心
と
す
る
栽
培
作
物
や
鉄
製
農
耕
具
の
種
類

な
ど
が
共
通
し
、
畑
作
農
耕
が
継
承
さ
れ
た
と
す
る
。
ア
イ
ヌ
の
焼
畑
に
つ

い
て
は
、
平
安
時
代
後
期
に
本
州
東
北
部
で
も
行
わ
れ
た
「
ア
ラ
キ
型
」
の

焼
畑
が
直
接
・
間
接
に
北
海
道
に
持
ち
込
ま
れ
定
着
し
た
と
指
摘
す
る
。

　

第
二
部
「
武
家
政
権
の
登
場
―
交
易
・
交
流
と
地
域
差
―
」
で
は
、
ま
ず

入
間
田
宣
夫
「
安
倍
・
清
原
・
藤
原
政
権
の
成
立
史
を
組
み
直
す
―
北
方
世

界
に
お
け
る
地
域
差
に
関
す
る
考
古
学
的
所
見
に
学
ん
で
―
」
が
、
安
倍
・

清
原
・
藤
原
三
氏
の
政
権
成
立
に
つ
い
て
地
域
差
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
総
合

的
に
論
じ
る
。
延
久
二
年
北
奥
合
戦
の
背
景
に
つ
い
て
、
交
易
・
鉄
生
産
・

集
落
形
成
な
ど
の
展
開
に
お
い
て
、
衣
曽
別
島
・
閉
伊
七
村
と
津
軽
平
野
・

馬
淵
川
流
域
・
米
代
川
流
域
の
間
で
日
本
国
側
へ
の
対
応
が
分
か
れ
た
地
域

差
に
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。
ま
た
、
延
久
二
年
北
奥
合
戦
の
後
に
清
原
真
衡

が
行
っ
た
、
血
縁
・
地
縁
を
超
越
し
た
京
畿
方
面
か
ら
の
有
能
な
人
材
の
登
用
、

一
族
へ
の
「
貴
種
」
の
男
女
の
迎
え
入
れ
な
ど
を
、
武
人
政
権
の
原
型
の
模

索
だ
と
し
、
清
原
真
衡
は
広
大
な
占
領
地
の
統
治
と
い
う
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な

課
題
に
直
面
し
た
こ
と
に
よ
り
「
御
館
」（
み
た
ち
）
の
尊
称
で
呼
ば
れ
た
と

す
る
。
さ
ら
に
、
延
久
二
年
北
奥
合
戦
か
ら
都
市
平
泉
建
設
に
到
る
時
期
に
、

武
人
に
よ
る
新
た
な
統
治
形
態
の
模
索
、
荘
園
の
構
立
に
よ
る
分
散
的
・
多

元
的
社
会
状
況
の
現
出
と
い
う
「
中
世
の
か
た
ち
」
の
祖
型
と
見
な
し
う
る

事
象
が
北
の
辺
境
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　

小
川
弘
和
「
荘
園
制
と
「
日
本
」
社
会
―
周
縁
か
ら
の
中
世
―
」
は
、
南
・

北
両
周
縁
か
ら
は
じ
ま
る
荘
園
制
の
検
討
を
通
じ
、
日
本
の
中
世
社
会
の
形
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成
に
つ
い
て
論
じ
る
。
荘
園
制
が
受
領
制
の
な
か
か
ら
形
成
さ
れ
た
過
程
や

荘
園
制
形
成
の
現
場
で
の
地
域
側
の
勢
力
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
、
荘
園

制
を
媒
介
に
持
ち
込
ま
れ
た
「
日
本
の
神
仏
」
が
覆
う
範
囲
が
中
世
の
「
日
本
」

で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
南
九
州
は
荘
園
制
に
よ
り
「
西
の
境
界
」
と
し
て
中

世
日
本
に
定
位
さ
れ
、
地
域
権
力
・
薩
摩
平
氏
は
そ
の
内
側
に
と
ど
め
ら
れ
、

「
南
の
ボ
カ
シ
の
社
会
」
の
形
成
も
未
完
に
終
わ
っ
た
と
す
る
。
一
方
、
奥
州

藤
原
氏
の
も
と
で
は
奥
羽
の
南
・
北
に
道
南
を
も
加
え
た
「
北
の
ボ
カ
シ
の

社
会
」
が
形
成
さ
れ
た
と
し
、
北
の
周
縁
は
武
家
政
権
へ
の
委
任
統
治
を
生

み
出
し
、
列
島
上
に
お
け
る
「
日
本
」
以
外
の
統
合
論
理
と
い
う
希
有
な
歴

史
的
可
能
性
を
胚
胎
さ
せ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
荘
園
制
や
地
頭
制

を
媒
介
に
「
日
本
の
神
仏
」
が
民
衆
と
対
峙
す
る
、
中
世
の
国
土
と
国
家
は
、

奥
羽
の
宿
し
た
可
能
性
を
圧
殺
し
、
鎌
倉
に
よ
る
平
泉
の
否
定
的
継
承
に
よ

り
確
立
し
た
と
す
る
。

　

八
重
樫
忠
郎
「
考
古
学
か
ら
み
た
北
の
中
世
の
黎
明
」
は
、
城
柵
統
治
領

域
の
遺
跡
で
あ
る
大
鳥
井
山
遺
跡
・
鳥
海
柵
遺
跡
・
柳
之
御
所
遺
跡
を
比
較

し
て
十
一
～
十
二
世
紀
の
変
化
を
検
討
し
、
ま
た
城
柵
非
統
治
領
域
の
遺
跡

で
あ
る
新
田
（1）
遺
跡
・
宇
隆
１
遺
跡
の
遺
物
の
検
討
を
通
じ
、
十
一
～
十
二

世
紀
に
お
け
る
北
方
世
界
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
城
柵
が
機
能
を
失

う
と
在
庁
官
人
は
政
治
形
態
や
統
治
方
法
を
引
き
継
い
だ
と
し
、
前
九
年
合

戦
後
の
清
原
氏
が
御
館
と
敬
称
さ
れ
る
よ
う
に
館
を
形
成
し
た
段
階
を
、
国

司
と
対
等
の
権
力
者
の
出
現
と
指
摘
す
る
。
新
田
（1）
遺
跡
に
つ
い
て
木
製
品

や
土
器
を
検
討
し
、
在
地
側
が
意
図
的
に
宗
教
関
連
（
先
進
文
化
）
を
持
ち

込
ん
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
宇
隆
１
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
常
滑
窯
産
の
大
壺

に
注
目
、
経
塚
と
し
て
埋
納
さ
れ
た
も
の
で
平
泉
と
の
関
係
を
示
す
重
要
な

も
の
だ
と
指
摘
す
る
。
東
北
地
方
で
は
自
ら
の
正
統
性
を
示
す
た
め
城
柵
に

端
を
発
し
た
模
倣
を
行
い
つ
つ
も
、
常
に
在
地
の
論
理
を
組
み
合
わ
せ
て
お

り
、
安
倍
氏
や
清
原
氏
の
目
的
は
城
柵
が
有
し
て
い
た
権
益
を
得
る
こ
と
で

あ
っ
て
、
模
倣
は
そ
の
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
す
る
。

　

蓑
島
栄
紀
「
十
～
十
一
世
紀
の
北
東
ア
ジ
ア
情
勢
と
「
北
の
中
世
」
へ
の

胎
動
」
は
、
十
～
十
一
世
紀
に
お
け
る
北
東
ア
ジ
ア
情
勢
や
「
北
回
り
」
交

流
の
実
態
と
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
展
開
が
「
古
代
か
ら
中
世
」
へ

の
移
行
の
考
察
に
お
い
て
重
要
な
鍵
と
な
る
こ
と
を
論
じ
る
。
北
東
ア
ジ
ア

の
諸
集
団
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
、
女
真
の
活
発
な
交
易
活
動
は
、
後
背

地
で
あ
る
五
国
部
と
の
関
わ
り
が
不
可
欠
で
、
サ
ハ
リ
ン
・
北
海
道
方
面
に

も
影
響
を
与
え
た
蓋
然
性
が
あ
り
、
契
丹
・
聖
宗
期
を
第
二
の
画
期
と
し
て

北
東
ア
ジ
ア
の
交
易
の
大
規
模
化
が
一
層
進
ん
だ
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
十

世
紀
前
後
に
は
、
大
陸
方
面
の
新
た
な
情
勢
、
擦
文
文
化
の
拡
大
・
進
出
に

よ
り
、
サ
ハ
リ
ン
経
由
で
大
陸
と
北
海
道
を
結
ぶ
「
北
回
り
」
の
交
易
ル
ー

ト
が
七
～
八
世
紀
以
来
の
活
性
化
を
見
せ
た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。
さ
ら

に
北
方
産
品
の
受
容
が
平
安
期
の
日
本
社
会
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
サ
ハ

リ
ン
産
の
ク
ロ
テ
ン
・
鷲
羽
・
粛
慎
羽
を
手
懸
か
り
に
考
察
し
、
な
か
で
も

粛
慎
羽
に
つ
い
て
、「
異
域
の
民
」「
大
陸
に
連
な
る
民
」
と
し
て
の
排
外
的

な
「
エ
ゾ
」
観
を
準
備
・
媒
介
す
る
役
割
を
担
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

瀬
川
拓
郎
「
中
世
ア
イ
ヌ
社
会
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
形
成
」
は
、
十
世
紀

に
起
き
た
ア
イ
ヌ
社
会
の
構
造
変
動
が
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
形
成
を
と
も
な
っ

た
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
、
ア
イ
ヌ
史
的
内
実
を
と
も
な
う
「
中
世
」
像
確

立
に
つ
い
て
の
議
論
を
展
開
す
る
。
擦
文
時
代
中
頃
（
十
世
紀
）
の
ア
イ
ヌ

集
団
の
対
外
交
流
の
第
三
画
期
に
つ
い
て
、
日
本
と
の
交
易
拡
大
に
対
応
す
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書
評
と
紹
介

る
た
め
の
活
動
圏
拡
大
や
地
域
集
団
の
新
た
な
展
開
に
よ
り
、
ア
イ
ヌ
集
団

の
歴
史
に
お
け
る
「
縄
文
的
世
界
」
が
終
焉
し
た
と
指
摘
し
、
こ
れ
以
降
を

ア
イ
ヌ
史
に
お
け
る
中
世
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
す
る
。
ま
た
、『
諏
訪
大
明
神
絵

詞
』
に
見
る
渡
党
・
唐
子
・
日
ノ
本
は
青
苗
集
団
・
日
本
海
沿
岸
集
団
・
太

平
洋
沿
岸
集
団
に
対
応
し
、
こ
う
し
た
地
域
展
開
が
発
生
し
た
十
世
紀
こ
そ
、

ア
イ
ヌ
社
会
の
側
に
三
集
団
各
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
そ
れ
を
表
す
「
名

乗
り
」が
生
ま
れ
、ま
た
日
本
側
が「
名
づ
け
」を
行
っ
た
時
期
だ
と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
従
来
の
原
初
的
紐
帯
が
全
島
で
再
編
さ
れ
、
政
治
経
済
的
関
係
に

も
と
づ
く
自
己
意
識
と
し
て
新
た
な
次
元
に
移
行
し
、
ア
イ
ヌ
集
団
の
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
形
成
の
画
期
と
な
っ
た
と
す
る
。

　

高
梨
修
「
鎌
倉
幕
府
成
立
期
前
後
に
お
け
る
南
海
島
嶼
海
域
の
様
子
―
南

海
島
嶼
海
域
を
め
ぐ
る
政
治
的
動
態
の
考
察
―
」
は
、
南
方
物
産
交
易
が
営

ま
れ
た
南
海
島
嶼
海
域
の
政
治
的
動
態
に
つ
い
て
、
城
久
遺
跡
群
Ⅱ
期
（
十
一

世
紀
後
半
～
十
二
世
紀
）
に
注
目
し
、中
世
移
行
期
の
様
相
に
つ
い
て
論
じ
る
。

奄
美
群
島
・
沖
縄
諸
島
・
先
島
諸
島
に
共
通
す
る
広
域
土
器
圏
が
形
成
さ
れ

る
十
二
世
紀
前
後
が
中
世
移
行
期
の
画
期
だ
と
し
、
城
久
遺
跡
群
Ⅱ
期
は
琉

球
諸
島
ま
で
日
宋
貿
易
の
交
易
圏
が
拡
大
し
た
時
期
と
重
な
り
、
平
氏
政
権

と
密
接
な
関
係
を
持
つ
南
海
島
嶼
海
域
に
お
け
る
日
宋
貿
易
の
拠
点
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
と
す
る
。
ま
た
、
源
頼
朝
に
よ
る
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
の

キ
カ
イ
ガ
シ
マ
合
戦
の
舞
台
は
喜
界
島
だ
と
し
、
こ
の
合
戦
で
交
易
拠
点
機

能
が
失
わ
れ
た
た
め
、
城
久
遺
跡
群
Ⅱ
期
と
Ⅲ
期
（
十
三
世
紀
後
半
～
十
五

世
紀
）
の
間
の
十
三
世
紀
前
半
の
空
白
期
が
生
じ
た
と
指
摘
す
る
。
城
久
遺

跡
群
Ⅱ
期
の
搬
入
遺
物
の
様
相
か
ら
、
日
本
・
高
麗
・
宋
の
商
人
の
関
与
が

考
え
ら
れ
る
と
し
、
倭
寇
の
出
現
に
先
行
し
て
越
境
的
性
格
の
集
団
が
形
成

さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、「
按
司
」
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

　

本
書
全
体
を
通
読
し
て
考
え
た
こ
と
を
述
べ
て
い
き
た
い
。
本
書
は
「
火

山
灰
と
鉄
」「
中
世
に
つ
な
が
る
新
た
な
交
易
・
流
通
・
統
治
シ
ス
テ
ム
の
創
出
」

と
い
う
軸
を
設
け
、
そ
れ
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
北
東
北
と
い
う

地
域
の
歴
史
を
読
み
解
こ
う
と
試
み
て
い
る
。

　

東
北
地
方
に
つ
い
て
の
論
考
を
中
心
に
、
横
山
英
介
氏
・
瀬
川
拓
郎
氏
ら

が
北
海
道
に
つ
い
て
、
蓑
島
栄
紀
氏
が
北
東
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、

北
東
北
と
い
う
地
域
の
歴
史
的
発
展
を
北
東
ア
ジ
ア
・
北
海
道
・
古
代
の
日

本
国
と
の
交
流
の
中
に
位
置
づ
け
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
に
加
え
、
入
間
田
宣
夫
氏
が
北
方
・
南
方
か
ら
の

作
用
の
強
弱
の
差
に
つ
い
て
述
べ
、
小
川
弘
和
氏
が
荘
園
制
を
通
じ
て
南
・

北
両
周
縁
に
つ
い
て
論
じ
、
高
梨
修
氏
が
南
海
島
嶼
海
域
の
研
究
の
側
か
ら

列
島
北
縁
と
の
比
較
を
行
い
境
界
領
域
に
お
け
る
交
易
活
動
の
特
徴
を
検
討

す
る
な
ど
、
列
島
全
体
・
南
北
の
境
界
領
域
・
大
陸
と
い
う
巨
視
的
な
観
点

か
ら
日
本
史
を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
も
本
書
の

特
徴
で
あ
る
。

　

第
一
部
は
「
火
山
灰
と
鉄
」
を
中
心
テ
ー
マ
と
す
る
が
、
こ
れ
に
密
接
に

関
わ
る
「
防
御
性
集
落
」
の
解
釈
が
分
か
れ
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
高
橋
学

氏
が
鉄
関
連
の
自
立
的
技
術
獲
得
に
よ
る
生
業
の
転
換
と
「
防
御
性
集
落
」

の
発
生
の
関
係
性
を
論
じ
、
小
口
雅
史
氏
も
区
画
施
設
の
す
べ
て
が
防
御
的

施
設
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
高
橋
氏
の
説
に
一
つ
の
可
能

性
を
認
め
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
松
本
建
速
氏
は
九
～
十
世
紀

の
富
豪
層
の
活
動
に
よ
り
、
屋
敷
の
周
囲
に
防
御
的
施
設
を
備
え
る
と
い
う

考
え
が
東
北
地
方
に
持
ち
込
ま
れ
、「
防
御
性
集
落
」
が
発
生
し
た
と
指
摘
す

05_永田80.indd   93 13/10/23   9:46

Hosei University Repository



法
政
史
学
　
第
八
十
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九
四

る
。「
防
御
性
集
落
」
の
区
画
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
中
に
お
い
て
も
こ

の
よ
う
に
異
な
る
見
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
高
橋
氏
が
北

東
北
の
自
然
環
境
の
変
化
を
重
視
し
て
論
じ
た
の
に
対
し
、
松
本
氏
が
北
東

北
と
日
本
国
側
と
の
交
易
か
ら
論
じ
た
と
い
う
、
背
景
の
捉
え
方
の
違
い
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。「
防
御
性
集
落
」
が
集
中
的
に
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
十

世
紀
の
北
東
北
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
が
こ
こ
に
は

あ
る
。
八
木
光
則
氏
が
指
摘
す
る
九
世
紀
に
お
け
る
蝦
夷
社
会
の
内
的
発
展

の
問
題
と
も
関
連
づ
け
な
が
ら
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

　

第
二
部
冒
頭
の
論
文
で
入
間
田
宣
夫
氏
は
、
延
久
二
年
北
奥
合
戦
勃
発
時

に
は
京
都
一
極
集
中
を
基
調
と
す
る
律
令
的
な
統
治
の
外
延
的
な
拡
大
が
極

限
に
ま
で
達
し
た
こ
と
で
、
一
転
し
て
新
し
い
「
中
世
の
か
た
ち
」
が
生
み
出

さ
れ
る
「
臨
界
点
」
に
達
し
た
と
し
、
日
本
史
に
お
け
る
十
一
～
十
二
世
紀
の

位
置
付
け
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、第
二
部
に
通
底
す
る
視
点
だ
ろ
う
。

第
二
部
で
は
、
蓑
島
栄
紀
氏
が
平
安
京
か
ら
北
東
ア
ジ
ア
一
帯
ま
で
の
交
易
・

交
流
に
つ
い
て
論
じ
、
高
梨
修
氏
が
山
東
半
島
・
朝
鮮
半
島
・
九
州
・
琉
球
弧
・

台
湾
を
つ
な
ぐ
地
域
を
「
韓
日
琉
中
弧
島
嶼
帯
」
と
称
す
べ
き
か
と
し
て
交

易
と
交
流
を
論
じ
て
お
り
、
視
野
を
大
き
く
広
げ
て
く
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
小
川
弘
和
氏
は
奥
州
藤
原
氏
と
薩
摩
平
氏
を
比
較
す
る
中
で
、

阿
多
忠
景
は
荘
園
制
＝
「
日
本
」
の
枠
組
か
ら
逸
脱
し
、
南
九
州
と
キ
カ
イ

ガ
シ
マ
海
域
に
ま
た
が
る〈
境
界
権
力
〉へ
の
脱
皮
途
上
に
あ
っ
た
が
、「
日
本
」

の
貴
種
・
源
為
朝
を
婿
に
迎
え
て
権
威
の
補
強
を
図
っ
た
彼
に
は
、
そ
れ
を

相
対
化
し
て
南
の
「
ボ
カ
シ
の
地
域
」
に
固
有
の
カ
タ
チ
を
与
え
う
る
論
理

は
な
い
ま
ま
だ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
高
梨
氏
は
城
久
遺
跡
群
Ⅱ
期
（
十
一
世

紀
後
半
～
十
二
世
紀
）
の
活
況
は
日
宋
貿
易
に
よ
る
も
の
で
、
平
氏
の
関
与

を
想
定
す
る
。
阿
多
忠
景
が
平
氏
の
圧
迫
を
受
け
て
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
に
逐
電

す
る
の
は
保
元
年
間
（
一
一
五
六
～
一
一
五
九
）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
つ

ま
り
、
城
久
遺
跡
群
Ⅱ
期
を
含
め
た
こ
の
海
域
に
お
け
る
日
宋
貿
易
の
活
発

な
交
易
の
開
始
か
ら
阿
多
忠
景
の
逐
電
ま
で
約
百
年
の
期
間
が
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
阿
多
忠
景
を
含
め
南
九
州
で
交
易
に
よ
り
力
を
蓄
え
た
諸
勢
力
は
、

な
ぜ
こ
の
百
年
の
間
に
境
界
権
力
へ
脱
皮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
、

ま
た
「
南
の
ボ
カ
シ
の
社
会
」
の
形
成
に
必
要
な
独
自
の
論
理
を
構
築
で
き

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
奥
州
藤
原
氏
と
の
比
較
を
通
じ
こ
の
問
題

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
は
、
奥

州
藤
原
氏
発
展
の
要
因
や
北
東
北
と
い
う
地
域
の
特
徴
を
改
め
て
見
直
す
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。
南
北
の
境
界
領
域
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
は
、
共
通
点

だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
相
違
点
の
考
察
こ
そ
が
今
後
よ
り
一
層
重
要

に
な
る
と
考
え
る
。

　

本
書
は
十
世
紀
～
十
二
世
紀
に
お
け
る
北
東
北
の
自
然
災
害
や
争
乱
な
ど

に
よ
る
変
動
や
、
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
政
治
・
経
済
・
生
活
の
形
式
が
中

世
の
武
家
社
会
成
立
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
新
の
考
古
学
の
成
果
を
交
え
て
各
論
者
が
境
界
領

域
の
諸
様
相
を
論
じ
、
ま
た
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
を
巨
視
的
な
見
方
で

捉
え
よ
う
と
す
る
、
意
欲
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
論
文
を
紹
介
し
、
評
者
が
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
評
者
の
力
不
足
に
よ
り
、
論
旨
を
読
み
誤
っ

た
り
、
あ
る
い
は
的
外
れ
な
指
摘
な
ど
を
し
て
い
な
い
か
と
恐
れ
て
い
る
。

ご
寛
恕
を
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
Ａ
５
判
、二
八
九
頁
、二
〇
一
二
年
七
月
、高
志
書
院
、価
格
六
〇
〇
〇
円
＋
税
）
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